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名城大学が最速シェイクダウン
動き出した今シーズンと一抹の不安

今年、最も早いシェイクダウンを果たしたのは名城大学
MeijoRacingTeamの「MR-20」だった。

そのほか、当記事公開時点では５台がシェイクダウンに至っている。
この数、実は予想意外の少なさなのである。

4月日にシェイクダウンを果たした
MeijoRacingTeamの「MR-21」
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つ
い
に
走
行
が
始
ま
っ
た
！

4
月
6
日
、
名
城
大
学M

eijo
R

acin
gteam

が
日
本
で
最
初
の
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
を
報
告
し

た
の
だ
。
待
ち
に
待
っ
た
ニ
ュ
ー
マ
シ
ン
の
お

披
露
目
が
始
ま
っ
た
。

続
け
て
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
九
州
工
業
大

学
、
千
葉
大
学
、
富
山
大
学
、
大
阪
大
学
が

シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
を
報
告
。
関
東
、
北
陸
、
関

西
、
九
州
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
ら
が
順
調
そ
う
な

様
子
だ
。
今
年
の
ス
タ
ー
ト
を
高
ら
か
に
告
げ

て
い
る
。

た
だ
実
は
、
こ
の
中
で
予
定
通
り
の
シ
ェ
イ

ク
ダ
ウ
ン
日
程
と
な
っ
た
の
は
、
京
都
工
芸
繊

維
大
学
、
九
州
工
業
大
学
だ
け
な
の
で
あ
る(

富

山
大
学
の
予
定
日
は
把
握
し
て
い
な
い
）
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
６
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
心
配

は
な
さ
そ
う
。
遅
れ
た
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
４
月

中
に
間
に
合
っ
て
い
る
。

気
に
な
る
の
は
他
チ
ー
ム
、
特
に
Ｇ
Ｗ
ま
で

を
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
期
限
と
し
て
い
た
チ
ー
ム

た
ち
だ
。
取
材
の
中
で
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
の
予

定
日
を
聞
い
て
き
た
が
、
約
４
割
の
チ
ー
ム
が

「
4
月
中(

ま
で)

に
予
定
し
て
い
る
」
と
回
答

し
た
。
Ｇ
Ｗ
中
と
も
な
る
と
、
６
割
に
及
ぶ
。

各
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
量
の
差
が
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
京
都
工

芸
繊
維
大
学
一
時
期
製
作
の
遅
れ
が
発
生
し
た

と
い
う
が
、
見
事
挽
回
し
た
と
い
う
。
九
州
工

業
大
学
は
、
当
初
立
て
た
予
定
の
完
全
固
定
を

宣
言
。
こ
ち
ら
も
見
事
や
っ
て
の
け
た
。
名
城

大
学
は
だ
い
た
い
予
定
通
り
の
走
行
と
い
え
る
。

こ
の
あ
た
り
、
さ
す
が
は
有
力
チ
ー
ム
だ
。

と
は
い
え
、
変
則
日
程
だ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
を

脱
し
、
今
年
は
1
年
サ
イ
ク
ル
で
回
す
初
め
て

の
年
と
な
る
。
他
に
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連

の
不
安
定
さ
も
あ
っ
た
り
し
、
し
ょ
う
が
な
い

と
い
え
る
面
も
あ
っ
た
り
す
る
。

た
だ
、
遅
れ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
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今
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
遅
れ
が
致
命
的
で
あ
る

理
由
は
２
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
静
的
審
査
の
資
料
提
出
が
例
年
よ
り

早
い
こ
と
。
大
会
時
期
が
早
い
こ
と
が
原
因
か
、

例
年
よ
り
1
～
2
週
間
早
く
、
特
に
6
月
1
日

に
一
番
重
荷
な
コ
ス
ト
レ
ポ
ー
ト
が
待
っ
て
い
る
。

4
月
中
に
マ
シ
ン
完
成
を
予
定
し
て
い
た
チ
ー

ム
は
、
ゆ
っ
く
り
と
れ
る
は
ず
だ
っ
た
時
間
が
消

え
、
5
月
中
に
予
定
し
て
い
た
チ
ー
ム
は
、
遅

れ
が
許
容
で
き
な
く
な
る
。

今
ま
さ
に
、
製
作
か
静
的
資
料
か
、
難
し
い
か

じ
取
り
の
時
期
が
来
て
い
る
は
ず
だ
。

も
う
一
つ
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も
走
行
機
会
を
渇

望
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
間
違
い
な
く
、
シ
ェ

イ
ク
ダ
ウ
ン
後
は
多
く
の
走
行
予
定
を
立
て
て
い

た
は
ず
だ
。
特
に
、
九
州
支
部
で
は
、
5
月
末

に
合
同
試
走
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て

昨
年
で
き
な
か
っ
た
デ
ー
タ
取
り
や
練
習
を
ふ
ん

だ
ん
に
行
う
予
定
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
少

し
づ
つ
崩
れ
て
き
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

今
年
こ
そ
、
と
意
気
込
ん
で
い
る
チ
ー
ム
に
は

必
ず
本
領
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど
う
な
る

だ
ろ
う
か
。

シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
の
遅
れ
が
よ
ろ
し
く
な
い
の

は
、
実
は
昨
年
デ
ー
タ
で
も
明
ら
か
だ
っ
た
り
す

る
。
右
に
あ
る
の
は
、
昨
年
の
総
合
順
位
と
シ
ェ

イ
ク
ダ
ウ
ン
時
期
の
相
関
を
示
し
た
グ
ラ
フ
だ
。

昨
年
は
、
6
月
を
挟
ん
で
2
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
右
肩
上
が
り
、
つ
ま
り

速
い
ほ
う
が
比
較
的
順
位
が
い
い
傾
向
が
あ
る
。

た
だ
の
相
関
で
あ
り
因
果
関
係
だ
と
は
思
わ
な
い

が
、
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

早
い
ほ
う
が
チ
ー
ム
力
が
良
か
っ
た
の
か
、
純

粋
に
テ
ス
ト
ラ
ン
を
多
く
で
き
た
の
か
。
は
た
ま

た
、
静
的
審
査
の
注
力
度
合
い
に
現
れ
た
の
か
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
、
昨
年
の
場
合
傾
向
は
は
っ
き
り

し
て
い
た
。

今
年
の
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
を
見
て
も
、
各
地
域

の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と
言
え
る
と
こ
ろ
が
最
速
を
果

た
し
た
の
は
、
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

３月中

7%

４月中

37%

ＧＷ

19%

それ以降

37%

シェイクダウン時期
シェイクダウン確認チーム

(5月13日15時時点)
日付

名城大学（昨年総合10位） 4/6

京都工芸繊維大学（昨年総合1位） 4/15

九州工業大学（昨年総合21位） 4/16

千葉大学（昨年総合4位） 4/24

富山大学（昨年総合6位） 4/29

大阪大学（昨年総合26位） 4/29

日本工業大学（昨年総合5位） 5/13

遅れはいつも通り、されど、影響は避けられない

４月

５月

６月

７月

８月

製作

シェイクダウン

テストラン・データ取り

静的資料に集中！

おそらく理想とされるスケジュール

走行テストフェーズ

総

合

順

位

シェイクダウン日

2022年のシェイクダウンと総合順位の相関

今
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
遅
れ
は

か
な
り
痛
手
か
？

シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
の
遅
れ
は
、

割
と
は
っ
き
り
結
果
に
出
る

←早い 遅い→

←

低
い

高
い→
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試
走
会
日
程
が
決
ま
り
だ
し
た
。
各
支
部
で
調

整
が
進
め
ら
れ
、
各
地
で
合
同
試
走
会
の
日
程
が

確
定
し
つ
つ
あ
る
。

左
に
、
合
同
テ
ス
ト
ラ
ン=

試
走
会
の
日
程
を

ま
と
め
た
。

チ
ー
ム
は
、
学
校
内
に
テ
ス
ト
ラ
ン
で
き
る
場

所
が
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
全
開
走
行
や
、
旋

回
テ
ス
ト
と
も
な
る
と
、
安
全
を
考
え
あ
る
程
度

の
敷
地
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
れ
が
で
き
る
チ
ー

ム
と
な
る
と
か
な
り
稀
で
あ
る
。

合
同
試
走
会
で
は
多
数
の
チ
ー
ム
が
集
ま
る
だ

け
に
、
走
行
の
規
模
も
大
き
い
。
ス
キ
ッ
ド
パ
ッ

ド
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
75
ｍ
の
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
周
回
走
行
を
敷
設
す
る
こ
と

だ
っ
て
あ
る
。

大
会
本
番
に
近
い
状
況
で
走
行
で
き
る
貴
重
な

機
会
、
そ
れ
が
合
同
試
走
会
だ
。

試
走
場
所
の
不
足
に
嘆
く
チ
ー
ム
は
多
い
。
特

に
、
都
会
や
九
州
の
チ
ー
ム
が
、
よ
く
こ
の
話
を

す
る
。

そ
れ
で
も
、
実
は
意
外
な
試
走
場
所
が
あ
る
の

で
は
？
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
。
他
の
チ
ー
ム
に

相
談
す
れ
ば
、
新
た
な
場
所
は
見
つ
か
る
と
思
う
。

意
外
と
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
独
自
の
走
行
場
所
を

持
っ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。

自
ら
の
学
校
で
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
い
く
つ

か
あ
る
。
日
本
大
学
理
工
学
部
や
日
本
自
動
車
大

学
校
の
試
験
路
は
有
名
。
こ
れ
ら
は
、
相
談
す
れ

ば
使
用
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
久
留

米
工
業
大
学
や
崇
城
大
学
は
、
合
同
は
ｍ
図
化
し

そ
う
だ
が
広
め
の
場
所
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
企
業
の
駐
車
場
や
非
公
開
テ
ス
ト

コ
ー
ス
を
活
用
し
て
い
る
チ
ー
ム
が
意
外
に
多
く

あ
っ
た
。
公
開
は
し
て
い
な
い
が
、
裏
で
走
行
を

積
ん
で
い
る
。
相
談
次
第
で
は
、
き
っ
と
一
緒
に

走
れ
る
だ
ろ
う
。

チ
ー
ム
間
の
交
流
が
減
っ
て
そ
う
い
う
こ
と
を

話
す
機
会
が
減
っ
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る

の
で
積
極
的
に
話
し
か
け
て
み
て
は
？

合
同
テ
ス
ト
ラ
ン

試
走
会
の
時
期
が
来
る
！

合同試走会 日付 備考

関東支部主催試走
会（エコパ）

5月20日（土） 中止

九州支部試走会 5月下旬

関西支部試走会
（泉大津）

6月24日（土）

北海道支部試走会
（いすゞ試験場）

6月24日（土）

関西支部試走会
（泉大津）

7月2日（日）

北海道支部試走会
（いすゞ試験場）

7月15日（土）

関東支部試走会
（エコパ）

7月22日（土） 開催未定

ホンダ主催試走会
（もてぎ）

7月22日、23日
（土、日）

三支部試走会
（エコパ）

8月7～10日
（月～木）

中部支部試走会
（エコパ）

8月12日（土）

そ
の
中
で
も
、
エ
コ
パ
で
の
試
走
会
は
唯
一
、

本
番
の
状
況
が
ほ
ぼ
再
現
で
き
る
機
会
に
な
る
。

タ
イ
ム
や
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
丸
々
参
考
に
で
き
、

合
同
試
走
会
の
中
で
も
特
に
貴
重
な
回
だ
。

そ
れ
が
、
い
く
つ
か
消
え
た
。
会
場
で
あ
る
エ

コ
パ
Ｐ
９
駐
車
場
で
工
事
が
行
わ
れ
る
と
い
う
の

だ
。
工
事
期
間
は
不
明
で
、
5
月
開
催
の
も
の

は
確
定
で
中
止
、
7
月
開
催
の
も
の
は
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

今
年
は
ど
の
チ
ー
ム
も
、
昨
年
は
製
作
が
遅
れ

た
た
め
不
足
し
て
い
た
走
行
機
会
を
、
倍
に
し
て

取
り
戻
す
勢
い
で
い
た
。
設
計
の
凝
り
を
多
少
無

く
し
て
ま
で
こ
の
時
期
に
備
え
て
い
た
が
、
出
鼻

を
く
じ
か
れ
た
形
だ
。

ち
な
み
に
7
月
開
催
の
も
の
は
、
一
転
2
日

間
開
催
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

試
走
会
開
催
、
い
ろ
ん
な
チ
ー
ム
に

打
診
し
て
み
て
は
？
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昨
年
、
か
な
り
綺
麗
な
マ
シ
ン
を
作
り
上
げ
て

き
た
山
口
東
京
理
科
大
学
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ｕ
ｌ
ａ
。

総
合
順
位
は
チ
ー
ム
過
去
最
高
を
更
新
す
る

14
位
。
チ
ー
ム
と
し
て
は
驚
き
の
結
果
だ
っ
た
。

製
作
時
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
遅
れ
が
あ
り
、
「
大
会

で
走
れ
る
の
か
？
」
と
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
そ
う

だ
。
そ
れ
が
全
競
技
完
走
、
過
去
最
高
順
位
ま
で

達
成
し
た
。
望
外
な
結
果
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

た
だ
、
事
前
の
車
検
対
策
は
大
正
解
だ
っ
た
。

他
チ
ー
ム
が
何
度
も
ト
ラ
イ
し
て
い
る
中
、
か
な

り
早
い
時
間
に
通
過
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ー
ト
ク

ロ
ス
は
前
述
の
タ
イ
ム
で
８
位
を
獲
得
し
、
エ
ン

デ
ュ
ラ
ン
ス
で
は
上
位
校
と
の
混
走
が
で
き
た
。

ま
た
、
マ
シ
ン
の
出
来
栄
え
も
良
か
っ
た
。
当

サ
イ
ト
実
施
の
投
票
企
画
「
カ
ッ
コ
い
い
マ
シ
ン

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
ウ
ィ
ン
グ
な
し
部
門
で
１

位
に
輝
い
て
い
る
。
色
合
い
、
製
作
の
綺
麗
さ
が
、

多
く
の
他
チ
ー
ム
員
か
ら
評
価
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
、
そ
の
「
Ａ
Ｇ
Ｍ
10
」
は
、
な
ん

と
保
存
さ
れ
る
。
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
例
と
し
て
、

今
後
も
振
り
返
り
た
い
一
台
だ
。

ド
ラ
イ
バ
ー
練
習
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も

印
象
的
だ
。
最
終
的
に
マ
シ
ン
の
性
能
を
引
き
出

す
の
は
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
座
る
メ
ン
バ
ー
な
の
だ

が
、
「
ド
ラ
イ
バ
ー
練
習
」
と
大
々
的
に
し
て
い

る
チ
ー
ム
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。

春
に
も
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
は
計
画

し
て
い
た
。
取
材
の
翌
日
が
そ
れ
で
、
マ
シ
ン
は

走
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
「
ガ
チ
」
な
練
習
台
も
あ
っ
た
。
３
面
モ

ニ
タ
ー
、
実
際
に
使
用
し
て
い
た
シ
ー
ト
、
そ
し

て
ペ
ダ
ル
配
置
は
実
際
の
マ
シ
ン
と
同
じ
位
置
に

置
い
て
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
速
く
走
ら
せ
る
こ
と
に
余
念
は

な
い
。

23
年
マ
シ
ン
「
Ａ
Ｇ
Ｍ
11
」
は
、
ス
ピ
ー
ド

と
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
の
向
上
が
目
標
だ
。
ち
な
み
に

「
Ａ
Ｇ
Ｍ
」
と
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
竜
王
山
、

そ
こ
に
飛
来
す
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
と
い
う
チ
ョ
ウ

の
名
前
か
ら
来
て
い
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
リ
ニ
ア
で
魅
力
的
」
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
意
思
の
通
り
動
く
よ
う
に
し
つ
つ
、
見

た
目
も
美
し
い
マ
シ
ン
に
仕
上
げ
る
。

リ
ニ
ア
＝
応
答
性
の
向
上
は
、
マ
シ
ン
全
域
に

及
ぶ
。
フ
レ
ー
ム
形
状
は
全
マ
シ
ン
か
ら
正
常
進

化
さ
せ
、
剛
性
の
向
上
を
図
る
。

エ
ン
ジ
ン
、
駆
動
系
の
応
答
性
向
上
の
項
目
は

多
い
。
吸
気
系
の
変
更
、
ス
ロ
ッ
ト
ル
ワ
イ
ヤ
の

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
、
最
終
減
速
比
を
上
げ
る
な
ど
、

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
進
め
る
。

軽
量
化
も
肝
。
昨
年
は
２
１
８
ｋ
ｇ
だ
っ
た
。

大
掛
か
り
な
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
努
力

し
、
昨
年
を
下
回
る
車
重
を
狙
う
。

見
た
目
へ
も
こ
だ
わ
る
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
出
展
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
目
に
留

ま
る
、
楽
し
め
る
よ
う
な
美
し
い
カ
ラ
ー
リ
ン
グ

を
目
指
す
と
い
う
。

具
体
的
な
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
は
、
オ
レ
ン
ジ
・
黒

の
基
本
は
同
じ
で
、
グ
レ
ー
の
線
を
入
れ
る
こ
と

で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
さ
を
作
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。
昨
年
を
超
え
る
デ
ザ
イ
ン
に
期
待
だ
。

大
会
目
標
は
、
さ
ら
に
上
の
ト
ッ
プ
10
入
り

を
目
指
す
。

オ
ー
ト
ク
ロ
ス
は
60
秒
切
り
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。

昨
年
も
同
じ
目
標
を
立
て
て
い
た
が
、
61.

99
秒

で
達
成
な
ら
ず
。
こ
れ
に
よ
り
、
エ
ー
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
は
か
な
り
悔
や
し
ん
だ
と
い
う
。
た
だ
、
エ

ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
で
は
目
標
の
70
秒
台
を
安
定
し

て
ク
リ
ア
し
て
い
た
。

今
年
こ
そ
は
60
秒
切
り
を
！
と
リ
ベ
ン
ジ
に

燃
え
て
い
る
そ
う
で
、
彼
の
挑
戦
に
も
注
目
だ
。

カッコいいマシンランキング
ウィングなし部門

票数

１位 山口東京理科大学 31

２位 NATS日本自動車学校 26

３位 ホンダテクニカルカレッジ関東 25
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昨
年
は
総
合
35
位
に
終
わ
っ
た
東
京
理
科
大

学
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
。

第
３
回
大
会
か
ら
出
場
を
続
け
、
歴
史
は
長
い
。

昨
年
は
動
的
競
技
へ
の
出
場
な
ら
ず
影
を
ひ
そ
め

て
し
ま
っ
た
印
象
だ
が
、
フ
ル
カ
ー
ボ
ン
エ
ア
ロ

の
造
形
に
見
え
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
一
桁

順
位
に
食
い
込
む
有
力
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

状
況
が
変
わ
っ
た
の
は
や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
。

20
年
度
、
16
期
の
時
に
、
大
会
が
中
止
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
か
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
い

な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
技
術
継
承
と
い
う
の
が

途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
昨
年
18
期
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
来
初

め
て
の
マ
シ
ン
製
作
を
行
っ
た
。
順
調
に
は
い
か

ず
、
８
月
の
試
走
会
で
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
を
す
る

も
、
以
降
は
エ
ン
ジ
ン
が
掛
か
ら
ず
走
行
は
で
き

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
会
直
前
に
は
溶
接
機
が

故
障
。
エ
ン
ジ
ン
の
問
題
と
と
も
に
、
初
日
に
は

現
地
最
寄
り
の
静
岡
理
工
科
大
学
の
ガ
レ
ー
ジ
で

夜
を
徹
し
て
の
作
業
を
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
結
果
、
車
検
通
過
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は

逃
し
た
も
の
の
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
走
行
枠
で
現

地
の
走
行
が
叶
っ
た
。
規
定
の
10
周
に
は
届
か

な
か
っ
た
が
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
出
場
の
中
で
最

多
の
８
周
を
走
行
で
き
た
。

と
に
か
く
苦
し
い
年
を
過
ご
し
た
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｒ
。

最
後
の
最
後
に
走
行
で
き
た
こ
と
で
「
悔
し
さ
よ

り
も
走
れ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た

で
す
ね
、
何
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の

で
」
と
新
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
宮
本
氏
は
振
り
返

る
。そ

れ
で
も
、
各
所
で
力
は
見
せ
た
。
静
的
審
査

に
絞
れ
ば
全
体
13
位
。
特
に
プ
レ
ゼ
ン
審
査
に

つ
い
て
は
21
年
に
４
位
、
昨
年
も
５
位
と
上
位

を
維
持
し
た
。

ま
た
、
写
真
に
あ
る
通
り
マ
シ
ン
メ
イ
ク
も
綺

麗
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
走
行
枠
と
い
う
注
目
度
が

少
な
い
中
で
の
走
行
に
留
ま
っ
た
が
、
当
サ
イ
ト

の
人
気
投
票
で
は
部
門
10
位
と
票
が
集
ま
っ
た
。

強
い
チ
ー
ム
な
ら
で
は
、
目
に
留
ま
る
製
作
精
度

だ
っ
た
。

さ
て
、
今
年
の
マ
シ
ン
「
Ｔ
Ｆ
Ｒ-

19
」
に
向

け
て
、
マ
シ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
基
盤
」
と
し
た
。

多
く
の
チ
ー
ム
で
も
そ
う
だ
が
、
今
年
は
20
年

以
降
初
め
て
１
年
サ
イ
ク
ル
で
設
計
か
ら
大
会
ま

で
を
行
う
年
。
そ
の
習
慣
を
得
る
、
固
め
る
こ
と

に
要
点
を
置
い
て
い
る
。

マ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
昨
年
マ
シ
ン
の
真
価
を

発
揮
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
り
そ
う
だ
。
全
体

で
そ
こ
ま
で
大
き
な
変
更
は
な
い
。

エ
ン
ジ
ン
に
関
し
て
は
、
昨
年
は
「
な
ぜ
大
会

で
は
動
い
た
？
」
状
態
だ
っ
た
。
特
に
、
昨
年
マ

マ
シ
ン
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
Ｈ
Ｋ
Ｓ
の
フ
ル

コ
ン
に
変
更
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
燃
調
は
完
成

し
て
い
な
か
っ
た
り
、
電
装
系
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
り
し
た
。
ま
ず
は
今
後
の
開
発
の
た
め
に
も
、

理
解
だ
っ
た
り
昨
年
の
修
正
を
進
め
る
そ
う
。

こ
の
春
に
も
シ
ャ
シ
ダ
イ
に
て
テ
ス
ト
を
し
て

い
た
そ
う
。
今
年
は
既
に
エ
ン
ジ
ン
は
し
っ
か
り

動
い
て
い
る
。

フ
レ
ー
ム
に
関
し
て
は
、
車
検
に
無
事
通
過
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
修
正
が
メ
イ
ン
。
ま
た
、
昨

年
は
か
な
り
タ
イ
ト
な
フ
レ
ー
ム
で
整
備
性
の
悪

か
っ
た
り
居
住
空
間
の
狭
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
た
め
の
ゆ
と
り
を
採
る
よ
う
に
つ
く
っ
て
い

る
。

Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｒ
と
言
え
ば
、
国
内
唯
一
の
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
タ
イ
ヤ
使
用
チ
ー
ム
だ
が
、
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
は
生
産
打
ち
切
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

も
あ
っ
て
、
今
年
を
最
後
に
10
イ
ン
チ
ホ
イ
ー

ル
に
切
り
替
え
る
予
定
だ
と
い
う
。
そ
の
準
備
も

あ
っ
て
、
今
年
に
足
回
り
の
大
変
更
は
な
い
。

大
会
目
標
は
「
ノ
ー
ト
ラ
ブ
ル
で
の
全
競
技
完

走
」
と
し
た
。
基
盤
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
元
、

ま
ず
は
大
会
全
日
程
を
問
題
な
く
走
り
抜
け
ら
れ

る
マ
シ
ン
を
目
指
し
て
い
く
。

昨
年
に
走
れ
な
か
っ
た
有
力
チ
ー
ム
は
多
い
。

Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｒ
は
そ
の
一
つ
と
言
え
る
と
思
う
。
す

な
わ
ち
、
今
大
会
が
コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
序
列
を
決

め
る
場
と
な
り
そ
う
。
こ
の
チ
ー
ム
が
ど
の
あ
た

り
に
付
け
る
の
か
、
注
目
し
た
い
。
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Ｅ
Ｖ
の
機
運
が
高
い
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｖ
ク
ラ
ス
に
も

新
規
参
戦
チ
ー
ム
が
現
れ
た
。
東
北
学
院
大
学
Ｔ

Ｇ
Ｕ
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
ｌ
ａ
だ
。

今
年
の
新
規
チ
ー
ム
は
２
つ
、
こ
こ
と
、
Ｅ
Ｖ

ク
ラ
ス
に
旭
川
高
専
チ
ー
ム
だ
。
実
は
、
こ
の
両

チ
ー
ム
は
若
干
の
関
わ
り
が
あ
る
。

10
年
ほ
ど
前
に
、
北
海
道
自
動
車
短
大
（
北

海
道
科
学
大
学
）
の
チ
ー
ム
が
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
に
参
加
し
て
い
た
。
22
年
、
こ
の
学
校
は
廃

校
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
車
両
は
参
考
用
に
と
旭

川
高
専
へ
、
そ
し
て
当
時
Ｆ
Ａ
だ
っ
た
教
授
が
こ

の
東
北
学
院
大
学
へ
赴
任
し
て
き
た
。
こ
う
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
新
規
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

に
至
っ
た
の
だ
。

そ
れ
も
あ
っ
て
、
Ｔ
Ｇ
Ｕ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｕ
ａ
は

真
っ
白
の
紙
を
用
意
す
る
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
は
な
く
、
当
時
と
は
い
え
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る

Ｆ
Ａ
を
擁
し
て
の
立
ち
上
げ
と
な
っ
た
。
事
実
、

昨
年
か
ら
一
部
分
で
は
あ
る
が
卒
業
研
究
と
し
て

開
発
は
始
ま
っ
て
い
た
。

活
動
形
態
は
ク
ラ
ブ
活
動
＋
卒
業
研
究
。
そ
の

た
め
在
籍
学
年
は
１
年
か
ら
４
年
生
ま
で
幅
広
い

活
動
拠
点
は
、
23
年
度
か
ら
開
校
し
た
「
五

橋
キ
ャ
ン
パ
ス
」
。
室
内
の
綺
麗
さ
は
も
ち
ろ
ん

な
が
ら
、
活
動
場
所
に
は
自
動
車
の
研
究
に
特
化

し
た
設
備
が
組
み
込
ま
れ
た
。
２
柱
リ
フ
ト
や
、

特
に
シ
ャ
シ
ー
ダ
イ
ナ
モ
を
備
え
て
お
り
、
学
生

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
開
発
に
は
大
い
に
役
立
ち
そ
う
。

こ
の
通
り
、
今
後
が
大
い
に
楽
し
み
な
チ
ー
ム

だ
。最

初
の
マ
シ
ン
は
、
安
全
性
を
意
識
し
た
と
い

う
。
ま
ず
は
無
事
走
ら
せ
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

フ
レ
ー
ム
が
変
形
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
安

全
マ
ー
ジ
ン
を
と
っ
た
も
の
に
し
て
い
る
。
走
行

ま
で
進
め
て
、
学
Ｆ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

を
学
ぶ
年
に
な
り
そ
う
だ
。

エ
ン
ジ
ン
は
ホ
ン
ダ
の
Ｃ
Ｂ
Ｒ
６
０
０
Ｒ
Ｒ

（
４
気
筒
）
。
学
Ｆ
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
注
力
を
見

て
ホ
ン
ダ
を
選
ん
だ
そ
う
。
単
気
筒
か
４
気
筒
が

主
な
選
択
肢
に
な
っ
て
く
る
が
、
や
は
り
再
始
動

な
ど
で
扱
い
や
す
い
４
気
筒
を
選
ん
だ
。

タ
イ
ヤ
は
、
ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
を
選
ぶ
の
は
特

徴
的
。
値
段
も
あ
る
が
、
な
に
よ
り
ト
ー
ヨ
ー
タ

イ
ヤ
は
東
北
に
生
産
拠
点
な
ど
を
置
い
て
い
る
。

地
元
の
産
業
を
生
か
す
こ
と
に
し
た
。
サ
イ
ズ
は

13
イ
ン
チ
。

4
月
初
旬
時
点
で
の
進
度
は
、
製
作
に
取
り

組
む
直
前
だ
っ
た
。
木
製
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
つ

く
り
、
い
ざ
本
番
の
製
作
に
映
ろ
う
か
と
い
う
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
以
前
の
拠
点
か
ら
移
動
す
る
関
係

で
、
資
材
が
整
い
次
第
と
い
う
感
じ
だ
。

今
年
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
大
会
出
場
ま
で
い
く

こ
と
だ
と
い
う
。
い
ろ
い
ろ
と
超
え
る
べ
き
壁
は

あ
る
が
、
最
低
限
出
場
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
こ
な

し
た
い
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
可
能
で
あ
れ
ば
車

検
通
過
、
動
的
出
場
も
狙
っ
て
い
る
。

企
画
書
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
ル
ー
キ
ー
賞

獲
得
」
と
記
載
し
、
そ
れ
に
向
け
た
分
析
も
し
て

い
た
。
た
だ
し
、
今
は
と
に
か
く
大
会
出
場
の
み

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
る
。

日
本
大
会
の
21
年
目
、
Ｅ
Ｖ
が
幅
を
利
か
せ

始
め
た
中
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｖ
参
戦
。

研
究
室
も
絡
ん
だ
こ
の
チ
ー
ム
の
発
展
に
は
期

待
だ
。
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第
一
回
大
会
か
ら
参
戦
し
続
け
、
総
合
優
勝
の

経
験
も
あ
る
東
京
大
学
Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
が
、
Ｅ
Ｖ
ク
ラ

ス
へ
の
移
行
を
決
め
た
。

サ
イ
ド
エ
ン
ジ
ン×

Ｃ
Ｖ
Ｔ
と
い
う
前
衛
的
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
取
り
続
け
て
き
た
チ
ー
ム
は
、
ど

の
よ
う
な
形
態
で
参
戦
し
て
く
る
の
か
？

Ｅ
Ｖ
参
戦
計
画
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ

に
は
ひ
と
つ
先
進
的
な
図
を
感
じ
た
。

Ｅ
Ｖ
ク
ラ
ス
へ
転
向
す
る
際
、
多
く
は
Ｉ
Ｃ
Ｖ

チ
ー
ム
が
そ
の
ま
ま
Ｅ
Ｖ
チ
ー
ム
に
な
る
形
で
参

戦
す
る
。
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
と
い
う
競
技
を
理

解
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
組
織
さ
れ
る
反
面
、
電

気
と
い
う
要
素
が
激
増
す
る
も
の
の
、
電
気
に
長

け
た
、
も
し
く
は
電
気
系
学
科
に
属
す
る
メ
ン

バ
ー
の
不
足
に
あ
え
ぐ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
結
果
、

新
た
な
動
力
の
扱
い
に
手
を
焼
く
こ
と
が
通
例

だ
っ
た
。

Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
の
場
合
、
元
々
Ｅ
Ｖ
チ
ー
ム(

Ｕ
Ｔ

Ｅ
Ｆ)

は
完
全
に
別
の
団
体
と
し
て
創
立
し
た
。

並
列
し
て
参
戦
す
る
予
定
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
そ

の
た
め
、
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｆ
は
電
気
系
に
長
け
た
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
た
。
本
格
的
な
活
動
か
ら
９
ヶ
月

で
モ
ー
タ
ー
を
回
す
こ
と
が
で
き
た
な
ど
、
苦
労

は
し
て
い
る
が
他
チ
ー
ム
よ
り
は
吉
兆
が
あ
り
そ

う
だ
。

そ
の
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｖ
と
Ｅ
Ｖ
の
団
体
は
統
合
に

至
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
元
の
バ
イ
ク
が
生
産
中
止
に

な
り
他
へ
の
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、
リ

ソ
ー
ス
が
完
全
に
別
だ
っ
た
た
め
に
共
存
に
不
安

が
見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
合
併
し
、
23
年
大
会

か
ら
Ｅ
Ｖ
ク
ラ
ス
へ
の
参
入
が
決
ま
っ
た
。
Ｅ
Ｖ

側
は
車
体
製
作
の
知
識
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

う
ま
く
パ
ズ
ル
が
合
わ
さ
っ
た
と
い
え
る
。

電
気
系
に
強
い
メ
ン
バ
ー
が
い
る
こ
と
も
あ
る

が
、
前
述
の
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
チ
ー
ム
内

の
電
気
部
門
が
車
体
部
門
と
同
規
模
で
活
動
出
来

て
い
る
こ
と
が
大
き
い
よ
う
に
見
え
た
。
Ｅ
Ｖ
で

は
、
車
体
部
門
に
並
ぶ
レ
ベ
ル
で
Ｅ
Ｖ
の
リ
ソ
ー

ス
が
必
要
に
な
る
と
も
い
う
。
Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
で
は
そ

の
構
図
が
で
き
て
お
り
、
電
気
部
門
が
リ
ソ
ー
ス

を
得
て
い
る
、
ま
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

モ
ー
タ
ー
系
の
知
識
の
共
有
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
た
。
非
常
に
興
味
深
い
成
り
立
ち
で
、
今
後

の
発
展
に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
は
、
サ
イ
ド
エ
ン
ジ
ン
の
採
用
に
代

表
さ
れ
る
、
一
線
を
画
す
マ
シ
ン
を
設
計
し
て
き

た
。
「
勝
つ
た
め
に
ベ
ス
ト
な
マ
シ
ン
を
作
る
、

そ
こ
か
ら
独
自
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
」
と
い

う
と
い
く
気
風
の
賜
物
だ
そ
う
だ
が
、
Ｅ
Ｖ
ク
ラ

ス
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

マ
シ
ン
名
は
「
フ
ァ
ラ
デ
ー
01
」
だ
。
電
気

学
の
父
と
呼
ば
れ
る
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ラ
デ
ー
か

ら
拝
借
し
、
オ
シ
ャ
レ
な
名
前
に
し
た
と
い
う
。

設
計
方
針
は
「
走
る
車
、
安
全
な
車
を
作
る
こ

と
」
だ
。
Ｅ
Ｖ
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は

走
れ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
車
体
・

電
気
系
共
に
全
体
的
に
構
造
を
単
純
化
し
て
、
ト

ラ
ブ
ル
を
発
見
し
や
す
く
し
て
い
る
と
い
う
。

モ
ー
タ
ー
は
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
製
を
、
初
年
度
な
が

ら
2
機
搭
載
す
る
。
元
々
、
左
右
独
立
制
御
で

や
り
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く

挑
戦
し
て
い
く
。

リ
ア
の
車
体
構
造
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｖ
時
代
か
ら
継
続

の
リ
ジ
ッ
ド
ア
ク
ス
ル
。
今
年
も
お
そ
ら
く
国
内

唯
一
の
方
式
に
な
り
そ
う
。
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
か

ら
、
バ
ネ
を
介
し
て
リ
ア
の
部
分
が
存
在
す
る
構

造
だ
。
Ｅ
Ｖ
の
場
合
、
そ
の
独
立
部
分
に
モ
ー

タ
ー
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
余
計
な
ジ
ョ
イ

ン
ト
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
2
分
割
さ
れ
ド
ラ
イ
バ
ー

左
右
に
配
置
さ
れ
る
。
こ
れ
は
学
Ｆ
あ
る
あ
る
、

輸
送
を
考
慮
し
た
と
き
に
所
有
し
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
に
積
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
ち
な
み
に
、

左
右
に
配
置
し
て
い
る
が
、
バ
ッ
テ
リ
ー
そ
れ
ぞ

れ
は
直
列
に
つ
な
が
れ
る
。

イ
ン
バ
ー
タ(

直
流-

交
流
変
換
機)

は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
頭
と
同
じ
高
さ
に
配
置
さ
れ
る
。

今
年
は
Ｅ
Ｖ
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
順
位
の

目
標
は
設
け
て
い
な
い
。
ま
ず
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｖ
と
は

比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
項
目
が
増
え
る
車
検
を

通
過
す
る
こ
と
を
第
一
に
し
て
い
る
。
そ
れ
が
で

き
れ
ば
、
次
は
完
走
に
目
を
向
け
る
と
い
う
。

静
的
審
査
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
は
関
東
随

一
の
実
力
を
持
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
転
向
と
い
う
こ

と
で
内
容
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
が
、
プ
レ
ゼ
ン
審

査
に
は
注
目
だ
。
「
突
飛
な
ア
イ
デ
ア
」
が
出
て

い
る
と
話
し
て
く
れ
た
。
実
験
的
な
面
も
あ
る
た

め
順
位
に
フ
ル
ベ
ッ
ト
は
し
な
い
が
、
話
題
性
と

成
果
に
は
注
目
だ
。

挑
戦
を
続
け
る
名
門
チ
ー
ム
の
新
た
な
歩
み
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
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国
内
の
モ
ノ
コ
ッ
ク
マ
シ
ン
の
先
駆
け
で
あ
る

豊
橋
技
術
科
学
大
学
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
。

コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
か
ら
実
力
発
揮
に
至
っ
て
い

な
い
分
、
今
大
会
の
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
に
な
り
う
る

と
み
ら
れ
る
。

昨
年
は
躓
い
て
し
ま
っ
た
。

22
年
大
会
に
向
け
、
マ
シ
ン
は
完
全
に
新
規

設
計
を
目
指
し
た
。
引
き
継
が
れ
て
き
た
設
計
が

あ
り
、
そ
の
設
計
意
図
が
不
明
な
ま
ま
に
な
っ
て

い
た
。
昨
年
は
、
そ
の
解
消
を
目
指
し
た
。
キ
ャ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
さ
れ
た
設
計
は
一
切
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
や
っ
て
い
く
中
で
作
業
の
滞
り
が
発

生
し
た
。
設
計
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
落
ち
着

き
ど
こ
ろ
に
悩
み
、
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
そ

う
。結

果
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
か
な
り
押
し
た
。
製

作
が
始
ま
っ
た
の
は
6
月
だ
っ
た
、
し
か
も
見

切
り
発
進
な
部
分
が
残
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

・
・
・

最
終
的
に
、
22
大
会
で
は
車
検
の
通
過
が
叶

わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
最
中
で
も
静
的
順

位
は
全
体
20
位
、
ベ
ス
ト
３
面
図
賞
や
ベ
ス
ト

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
賞
入
賞
な
ど
、
有
力
チ
ー
ム
と
し

て
の
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
マ
シ
ン
で
は
、
面
白
い
取
り
組
み
も
あ
っ

た
。
マ
シ
ン
の
外
観
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
の
柄

を
取
り
込
ん
だ
こ
と
だ
。

昨
年
マ
シ
ン
は
、
白
の
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
で

飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
関
西
で
活
躍
す
る

「
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
と
い
う
方
の
デ
ザ
イ
ン
。

メ
ン
バ
ー
が
マ
シ
ン
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
用
い
た
い
と

発
案
し
、
連
絡
を
取
り
、
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
っ

た
と
い
う
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
呼
ん
だ
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
と
い
う
の
は
珍
し
い
。

そ
の
今
年
の
マ
シ
ン
「
Ｔ
Ｇ
17
ｅ
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
低
伸
弾
道
」
だ
。
低
く
打
ち
出
さ
れ

る
飛
翔
体
の
軌
跡
を
表
す
言
葉
で
、
低
重
心
で
運

動
性
能
の
高
い
マ
シ
ン
を
作
る
と
い
う
目
標
を
表

し
た
。

概
し
て
、
車
両
は
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
留
ま

る
。
モ
ノ
コ
ッ
ク
は
、
2
年
目
の
使
用
を
す
る
。

一
方
、
サ
ス
、
駆
動
系
、
エ
ア
ロ
は
、
デ
ー
タ
計

測
の
結
果
を
生
か
し
て
変
更
が
さ
れ
る
。

そ
の
デ
ー
タ
計
測
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
は
こ
れ

ま
で
製
作
時
期
が
遅
め
で
大
会
の
一
発
勝
負
と
い

う
サ
イ
ク
ル
を
た
ど
っ
て
き
た
と
い
う
。
今
年
は

マ
シ
ン
の
核
を
継
続
使
用
す
る
と
あ
っ
て
、
熟
成

に
存
分
な
時
間
を
使
っ
て
い
る
。
非
公
開
の
テ
ス

ト
を
何
度
も
行
い
、
弱
か
っ
た
部
分
を
補
強
し
て

い
る
。

21
年
か
ら
、
動
力
系
は
２
モ
ー
タ
ー
に
な
っ

た
。
「
Ｔ
Ｇ
17
ｅ
」
は
、
２
モ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
の
初
め
て
の
大
会
お
披
露
目
作
に
な
る
。
左
右

輪
を
独
立
制
御
す
る
ト
ル
ク
ベ
ク
タ
リ
ン
グ
へ
挑

ん
で
い
る
。
仕
様
品
は
ス
ロ
バ
キ
ア
Ｅ
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｘ

の
も
の
だ
。

こ
れ
は
軽
量
化
に
も
貢
献
し
た
。
イ
ン
バ
ー

タ
ー
の
変
更
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
数
は
２
個
に

な
っ
た
が
全
体
で
軽
く
な
っ
た
と
い
う
。
実
際
、

ド
ラ
イ
バ
ー
込
み
で
２
６
０
ｋ
ｇ
程
度(

エ
ア
ロ

非
搭
載
時
）
、
昨
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
で
は
Ｅ
Ｖ

ク
ラ
ス
で
は
最
も
軽
い
マ
シ
ン
と
な
っ
た
。

低
く
ワ
イ
ド
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
こ
の
マ
シ
ン

の
大
き
な
特
徴
だ
。

重
心
を
下
げ
る
と
い
う
点
は
こ
だ
わ
り
が
大
き

い
。
写
真
に
あ
る
通
り
、
全
高
は
と
て
も
低
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
着
座
姿
勢
か
ら
エ
ア
ロ
の
位
置
ま

で
、
と
ん
で
も
な
く
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
や
ト
レ
ッ
ド
は
長

く
広
い
。
タ
イ
ヤ
が
出
す
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー

ス
に
よ
る
ヨ
ー
を
最
大
化
す
る
た
め
だ
と
い
う
。

ト
ル
ク
ベ
ク
タ
リ
ン
グ
も
最
大
に
生
か
せ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

チ
ー
ム
と
し
て
は
、
久
々
に
マ
シ
ン
の
実
力
を

発
揮
で
き
る
大
会
に
な
る
。
目
標
は
「
ス
キ
ッ
ド

パ
ッ
ド
・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
１
位
、
オ
ー
ト

ク
ロ
ス
60
秒
切
り
」
だ
。

こ
の
目
標
に
は
、
自
信
が
あ
る
様
子
だ
っ
た
。

テ
ス
ト
時
に
タ
イ
ム
の
計
測
も
し
て
い
る
そ
う
で
、

そ
こ
か
ら
十
分
狙
え
る
速
さ
が
あ
る
と
話
し
た
。

現
状
マ
ー
ク
が
薄
い
分
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

Ｅ
Ｖ
最
盛
の
中
部
支
部
で
も
有
力
な
チ
ー
ム
の

復
活
に
注
目
だ
。
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13
年
の
初
参
戦
か
ら
、
ず
っ
と
Ｅ
Ｖ
ク
ラ
ス

で
戦
っ
て
き
た
東
北
大
学
Ｔ
Ｕ
Ｆ
Ｔ
。
常
に
ク
ラ

ス
順
位
は
高
め
に
つ
け
て
き
た
チ
ー
ム
だ
。

し
か
し
、
22
年
は
モ
ー
タ
ー
す
ら
動
か
せ
な

か
っ
た
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昨
年
の
様
子
を
聞
く
と
、
率
直
に
「
ひ
ど
か
っ

た
」
と
表
現
し
て
く
れ
た
。

一
番
の
問
題
は
、
組
織
と
し
て
動
け
て
い
な

か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
は
一
つ
の
企
業
と
い
う
見
方
を
さ
れ
る
よ
う
に
、

多
種
多
様
な
タ
ス
ク
を
分
担
す
る
仕
組
み
が
重
要

に
な
る
。
し
か
し
、
昨
年
の
Ｔ
Ｕ
Ｆ
Ｔ
は
全
面
的

に
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
タ
ス
ク

消
化
や
、
多
方
面
と
の
合
わ
せ
こ
み
で
齟
齬
が
生

じ
た
り
し
て
い
た
。

ま
た
、
知
識
不
足
も
目
立
っ
た
。
授
業
を
飛
び

抜
け
た
活
動
、
Ｅ
Ｖ
車
両
は
特
に
高
度
だ
。
実
戦

的
な
知
識
、
技
術
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
。

最
終
的
に
、
21
年
の
公
式
記
録
会
以
降
に

モ
ー
タ
ー
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
昨
年
マ
シ

ン
は
走
ら
な
か
っ
た
。
大
会
で
は
静
的
審
査
が
全

体
51
位
に
落
ち
込
み
、
総
合
56
位
と
な
っ
た
。

23
年
今
年
は
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
両
方

が
落
ち
込
ん
だ
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

ハ
ー
ド
面
、
前
述
の
組
織
的
仕
組
み
い
つ
い
て

は
改
善
さ
れ
る
は
ず
。
た
だ
、
他
の
面
で
状
況
は

苦
し
い
。

人
数
は
新
入
生
次
第
。
3
月
時
点
で
メ
ン

バ
ー
は
た
っ
た
7
人
で
活
動
し
て
い
る
。
一
桁

人
数
や
り
く
り
し
て
い
る
チ
ー
ム
は
ほ
ぼ
な
く
、

お
分
か
り
の
通
り
過
酷
な
状
態
だ
。
新
歓
は
お
お

よ
そ
終
わ
っ
た
が
、
多
く
の
新
人
を
得
ら
た
こ
と

を
願
い
た
い
。

そ
の
勧
誘
に
対
し
て
、
主
拠
点
の
立
地
は
か
な

り
障
壁
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、

青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
実
際
の

場
所
は
そ
の
は
ず
れ
に
あ
る
の
だ
。
そ
の
距
離
、

キ
ャ
ン
パ
ス
中
心
（
駅
）
か
ら
山
道
を
登
る
こ
と

約
２
．
５
ｋ
ｍ
、
自
転
車
で
15
分
の
距
離
に
あ

る
。
ゆ
え
に
、
活
動
場
所
を
紹
介
す
る
に
も
、
基

本
的
に
そ
こ
ま
で
連
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
車
両
製
作
を
す
る
に
つ
い
て
も
い
わ
ず
も
が

な
だ
。
ち
な
み
に
、
治
具
を
使
っ
た
フ
レ
ー
ム
製

作
を
す
る
場
所
は
さ
ら
に
別
だ
が
、
そ
こ
に
運
ぶ

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
る
必
要
も

あ
る
。

そ
し
て
、
活
動
資
金
の
問
題
も
あ
る
そ
う
。
見

込
ま
れ
て
い
た
支
援
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、

極
め
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
大
会
出
場
も
危
ぶ
ま
れ
そ
う
な
レ
ベ
ル
に

み
え
る
。
数
少
な
い
東
北
支
部
の
チ
ー
ム
の
力
に

な
れ
る
方
は
、
も
れ
な
く
名
乗
り
を
上
げ
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
。

さ
て
、
Ｔ
Ｕ
Ｆ
Ｔ
の
今
年
の
マ
シ
ン
は
、
既
に

形
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ウ
ル
の
塗
装
ま
で
で
き
て

お
り
、
全
チ
ー
ム
最
速
と
言
え
る
。
ま
だ
走
行
に

は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

そ
の
マ
シ
ン
「
Ｔ
Ｆ-

23
」
は
、
「
安
定
性
」

が
設
計
方
針
だ
。
失
わ
れ
た
チ
ー
ム
の
ベ
ー
ス
を

再
構
築
す
る
た
め
に
、
確
実
に
走
れ
る
マ
シ
ン
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

基
本
的
に
は
、
最
後
に
走
行
し
た
マ
シ
ン
、

21
年
の
も
の
を
再
製
作
す
る
方
向
で
進
む
。

と
い
う
の
も
、
昨
年
車
両
は
ゴ
タ
ゴ
タ
か
ら
、

全
体
的
に
不
備
が
多
い
マ
シ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
初
の
エ
ア
ロ
を
搭
載
し
た
が
、
車
検
通
過
が

で
き
ず
、
走
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
23
年
は

し
っ
か
り
設
計
し
直
し
た
い
が
、
人
数
不
足
か
ら

そ
の
余
裕
は
な
い
。
そ
こ
で
、
公
式
記
録
会
で
走

る
こ
と
が
で
き
た
21
年
の
マ
シ
ン
を
ベ
ー
ス
に

製
作
し
、
ま
ず
大
会
で
走
れ
る
も
の
を
作
ろ
う
と

い
う
方
針
に
至
っ
た
。

マ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
既
に
い
い
ニ
ュ
ー
ス
が

多
い
。
前
述
の
通
り
、
こ
の
時
点
で
マ
シ
ン
に
は

転
が
せ
る
ま
で
の
パ
ー
ツ
が
つ
い
て
お
り
、
走
行

ま
で
は
秒
読
み
ま
で
来
て
い
る
。
モ
ー
タ
ー
は
無

負
荷
試
験
、
台
上
で
動
か
す
こ
と
に
は
成
功
し
て

い
る
。
ま
ず
走
行
は
確
実
に
行
え
そ
う
だ
。

ち
な
み
に
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
支
援
の
共
創
製
で

は
な
く
独
自
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
元
々
大

学
の
研
究
で
使
わ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
数
種
類

か
ら
適
し
た
も
の
が
選
ば
れ
た
そ
う
。
明
確
な
メ

リ
ッ
ト
は
、
ぜ
ひ
自
身
の
チ
ー
ム
の
も
の
と
比
較

し
な
が
ら
話
を
聞
い
て
み
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

大
会
目
標
は
、
全
競
技
完
走
だ
。
実
は
Ｔ
Ｕ
Ｆ

Ｔ
、
大
会
で
の
完
走
と
い
う
の
は
今
ま
で
達
成
し

た
こ
と
が
な
い
。
数
え
て
10
台
目
と
な
る
「
Ｔ

Ｆ-

23
」
、
キ
リ
の
い
い
こ
の
マ
シ
ン
で
、
初
の

成
果
を
達
成
し
に
か
か
る
。

難
し
い
状
況
を
跳
ね
除
け
ら
れ
る
か
。
目
立
た

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
マ
シ
ン
が
完
走
を

果
た
す
か
に
は
注
目
し
て
ほ
し
い
。



史上最北、「らしさ」も生かして
#E20 旭川高専
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史
上
３
つ
目
の
北
海
道
チ
ー
ム
が
誕
生
し
た
。

旭
川
工
業
高
等
専
門
学
校
チ
ー
ム
だ
。

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
参
加
す
る
よ
う
な
話
は

以
前
か
ら
少
し
だ
け
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
13
年

な
ど
に
大
会
に
参
加
し
、
22
年
3
月
で
廃
校
に

な
っ
た
北
海
道
科
学
大
学
短
期
大
学
部
か
ら
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
が
ど
う
だ
ろ

う
か
？
」
と
い
う
旨
の
話
を
受
け
、
つ
い
に
発
足

さ
れ
た
。
そ
の
チ
ー
ム
か
ら
マ
シ
ン
な
ど
を
受
け

取
り
、
メ
ン
バ
ー
も
集
め
、
昨
年
か
ら
活
動
が
始

ま
っ
た
。

ち
な
み
に
受
け
取
っ
た
の
は
モ
ノ
だ
け
。
技
術
、

文
書
な
ど
は
な
く
、
完
全
に
新
規
ス
タ
ー
ト
と
な

る
。こ

の
チ
ー
ム
の
特
徴
は
２
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
で
あ
る
こ

と
だ
。
高
専
と
は
、
高
校
か
ら
大
学
２
年
（
研
究

室
に
入
る
と
大
学
４
年
ま
で
）
を
ひ
と
つ
の
学
校

で
過
ご
し
、
よ
り
専
門
的
な
内
容
を
学
修
す
る
方

式
の
学
校
だ
。

そ
れ
ゆ
え
、
チ
ー
ム
に
は
最
大
７
年
間
在
籍
で

き
る
。
さ
す
が
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の

１
年
生
が
バ
リ
バ
リ
設
計
す
る
の
は
難
し
い
が
、

長
期
間
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
ま

た
、
授
業
内
で
切
削
か
ら
溶
接
ま
で
が
実
習
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
製
作
面
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
大
学

生
の
も
の
よ
り
低
い
。

一
方
、
授
業
が
朝
か
ら
夕
ま
で
詰
め
込
ま
れ
て

お
り
忙
し
い
の
で
、
日
々
の
活
動
時
間
が
少
な
い

の
が
難
し
い
と
こ
ろ
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
特
徴
が
、
地
域
性
を
重

視
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
旭
川
市
は
、

林
業
で
有
名
な
ま
ち
。
そ
れ
を
マ
シ
ン
の
折
り
込

み
た
い
と
い
う
。
強
度
や
製
作
に
つ
い
て
ま
だ
検

討
す
べ
き
項
目
が
あ
る
が
、
将
来
的
に
実
現
さ
せ

た
い
、
と
話
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
メ
ン
バ
ー
は
24
名
、
上
級
生
が

十
分
い
る
た
め
、
人
数
面
で
は
充
実
し
て
い
る
。

さ
て
、
第
一
号
機
と
な
る
今
年
の
マ
シ
ン
に
は
、

「
旭
川
ら
し
さ=

林
業
」
と
、
「
モ
ー
タ
ー
の
性

能
を
フ
ル
に
引
き
出
す
こ
と
」
を
目
指
す
。

「
旭
川
ら
し
さ
」
と
い
う
点
で
は
、
ま
ず
シ
ー

ト
に
木
材
の
繊
維
（
ウ
ッ
ド
フ
ァ
イ
バ
ー
）
を
用

い
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
フ
ロ
ア
の
部
品
に
も
木
材
を
使
用
し
、

他
の
機
能
で
も
利
点
を
も
た
ら
せ
ら
れ
な
い
か
と

模
索
し
て
い
る
。
他
で
は
見
ら
れ
な
い
取
り
組
み

に
は
注
目
だ
。

モ
ー
タ
ー
は
、
日
産
か
ら
供
給
さ
れ
る
リ
ー
フ

の
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
う
。
Ｆ
Ａ
の
先
生
が
日
産
と
の

関
係
が
あ
る
こ
と
が
理
由
。

回
路
、
制
御
の
面
か
ら
、
そ
の
性
能
を
安
定
し

て
出
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
開
発
し
て

い
く
。
昨
年
に
モ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す

る
卒
業
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
れ
を

参
考
に
進
め
て
い
く
。

現
在
（
３
月
初
頭
）
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
て
設
計
図
は

完
成
し
て
い
る
。
パ
ー
ツ
単
位
で
い
え
ば
、
電
気

系
の
部
品
は
揃
っ
て
い
る
が
、
他
の
部
品
製
作
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
。
加
工
方
法
な
ど
も
こ
れ
か
ら

検
討
す
る
と
こ
ろ
に
い
る
。

製
作
は
こ
れ
か
ら
ガ
ン
ガ
ン
進
め
て
い
く
、
と

意
気
込
ん
で
い
た
。
前
述
の
通
り
加
工
の
実
習
は

や
っ
て
き
た
た
め
、
自
信
が
あ
り
そ
う
だ
っ
た
。

完
成
に
つ
い
て
は
、
７
月
の
北
海
道
支
部
合
同

試
走
会
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
目
標
。

初
め
て
と
な
る
23
大
会
の
目
標
は
「
車
検
突

破
」
。
Ｅ
Ｖ
の
み
な
ら
ず
ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
も
初
め
て
と
な
る
の
で
、
ま
ず
は
初
歩
を
ク

リ
ア
し
て
最
高
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
こ
ろ

だ
。高

専
オ
ン
リ
ー
の
チ
ー
ム
は
極
め
て
珍
し
い
。

そ
う
な
る
と
、
限
ら
れ
る
時
間
の
使
い
方
だ
っ
た

り
、
活
動
の
や
り
方
は
大
学
チ
ー
ム
と
は
全
く
異

な
り
、
前
例
も
な
い
。
そ
の
構
築
か
ら
始
め
る
こ

と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
拠
点
は
史
上
最
北
端
、
一
番
近
い
北

海
道
大
ま
で
も
１
０
０
ｋ
ｍ
あ
る
。
他
チ
ー
ム
と

の
交
流
も
限
ら
れ
る
難
し
い
環
境
だ
。

そ
れ
で
も
、
高
専
ゆ
え
メ
ン
バ
ー
の
技
術
力
は

大
学
生
よ
り
も
高
い
は
ず
。
新
し
い
ワ
ザ
も
見
つ

け
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
挙
手
一
投
足

に
注
目
し
た
い
。

日
本
一
寒
い
地
域
が
、
ア
ツ
く
な
り
そ
う
だ
。

↑

北
海
道
科
学
大
学
短
期

大
学
部
の
チ
ー
ム
か
ら

譲
り
受
け
た
マ
シ
ン
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Gallery
記事に載せきれなかった今月の写真を紹介！
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東京大学UTFFにて、他では見られない大柄な
パーツをパシャリ。わからない方は、記事本文
と見比べてみてね。

京都工芸繊維大学Grandelfinoのシェイクダウンを見て
きました！さすがの安定感。証明動画の尺を気遣って、
TAKE2してました。

東京理科大学TUS Formula Racingにて、自作の
スライド式スロットルを拝見！今年は使用し
ないそうなので、ここで紹介。

豊橋技術科学大学TUT FORMULAにて、過去に製作されたカーボン
ホイール。軽い！

岐阜大学Gifu Formula Racingの展示イベントに
お邪魔してきました。インプレッサ大量！皆
さん楽しそうでした。



連載

第四回 先輩、コストって要するに安ければ良いんですよね

み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
す
。
進
捗
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
こ
の
コ
ラ
ム
は
筆
者
が
後
回
し
に
し
た
結
果
進

捗
が
だ
い
ぶ
大
変
な
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
審
査

除
外
さ
れ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
前
回
は
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
お
そ
ら
く
多
く
の
チ
ー
ム
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
て

い
る
だ
ろ
う
コ
ス
ト
審
査
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

さ
て
、
コ
ス
ト
審
査
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
少

し
前
回
か
ら
趣
向
を
変
え
て
二

〇
二
二
年
大
会
の
結

果
か
ら
振
り
返
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
な
ら
既
に
ご

存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年
大
会
の
コ
ス
ト
審
査
は

京
都
工
芸
繊
維
大
学
が

七

七.

一

八
点
で
一
位
に
つ
け

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
も
っ
と
踏
み
込
ん
で
、
得
点
の
詳

細
に
注
目
す
る
と
、P

rice
S
co
re

、D
iscu
ssio
n

S
co
re

、S
cen
ario

S
co
re

の

三
項
目
の
合
計
がT

o
tal

S
co
re

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
ずP

rice
S
co
re

は
読
ん
で
字
の
通
り
、
車
両
の
製

造
に
か
か
っ
た
費
用
が
安
い
チ
ー
ム
が
よ
り
高
得
点
に

な
り
ま
す
。
最
高
得
点
の

四

〇.

〇

〇
点
を
獲
得
し

た
の
は
同
志
社
大
学
、
コ
ス
ト
は
一

四,

三

七
ニ
＄
で

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
京
都
工
芸
繊
維
大
学
は
二

三,

四

九
二
＄
で
一

七.

一

八
点
で
し
た
。
こ
れ
は
単
純
に

コ
ス
ト
を
減
ら
せ
ば
得
点
に
結
び
つ
く
の
で
、
比
較
的

見
て
い
る
ほ
う
と
し
て
は
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
。

し
か
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
な
か
な
か
削
る
の
が
難

し
い
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ウ
イ
ン
グ
な
ど

は
つ
い
て
い
る
と
も
ち
ろ
ん
つ
い
て
い
な
い
チ
ー
ム
に

比
べ
た
ら
コ
ス
ト
と
し
て
は
安
く
な
り
ま
す
が
動
的

審
査
の
こ
と
を
考
え
る
と
コ
ス
ト
審
査
の
た
め
だ
け
に

ウ
イ
ン
グ
を
外
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
と

は
言
え
全
く
な
に
も
で
き
な
い
わ
わ
け
で
も
な
く
、
部

品
の
汎
用
化
に
よ
っ
て
工
賃
を
減
ら
す
、
同
じ
形
に
加

工
す
る
中
で
も
加
工
の
手
順
を
工
夫
す
る
こ
と
で
工
数

を
減
ら
す
な
ど
の
書
き
方
の
工
夫
は
で
き
る
部
分
で
あ

り
ま
す
。

実
際
二

〇
二
一
年
大
会
の
東
京
農
工
大
学
、
二

〇

二
二
年
大
会
の
同
志
社
大
学
な
ど
は
前
後
ウ
イ
ン
グ
を

搭
載
し
た
マ
シ
ン
でP

rice
S
co
re

満
点
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
お
読
み
に
な
っ
た
賢
明
で
少
し
悪

知
恵
の
働
く
方
で
あ
れ
ば
「
価
格
は
チ
ー
ム
が
提
出
す

る
の
な
ら
多
少
ち
ょ
ろ
ま
か
し
て
し
ま
え
ばP

rice 
Sco

re

を
盛
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ

た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
（
思
わ
な
い
方
が
健
全
で
す

が
）そ

ん
な
野
望
を
打
ち
砕
く
の
がD

iscu
ssio

n
 Sco

re

で

す
。
そ
も
そ
も
車
両
の
コ
ス
ト
はC

o
st C

alcu
latio

n
 

d
ata

（FC
A

）
と
呼
ば
れ
る
部
品
（
ア
セ
ン
ブ
リ
）
ご

と
の
コ
ス
ト
を
ま
と
め
たB

ill o
f M

aterials

（B
O

M

）

と
呼
ば
れ
る
提
出
書
類
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
。
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Price 
Score

17.18 pt

Discussion
Score

40.00 pt

Scenario 
Score

20.00 pt

Total 77.18 pt

2022年同志社大学

2022年京都工芸繊維大学の
コスト審査結果

コスト審査
Cost & Manufacturing Event

[100点 総得点の10%]

Price Score
40点

Discussion Score
40点

Scenario Score
20点

マシンにかかる費用を評価

提出書類の正確性を評価

指定された問題の
解決手法について評価



そ
のF

C
A

、
そ
し
てB

O
M

の
正
確
さ
を
競
う
の
が

D
iscu
ssio
n
P
o
in
t

で
す
。

S
u
p
p
o
rtin
g
d
o
cu
m
en
tatio
n
fo
r
co
st
calcu

latio
n

と
呼
ば
れ
る
図
面
な
ど
の
補
足
資
料
や
実
車
の
写
真

とF
C
A

の
計
算
に
相
違
が
な
い
か
、F

C
A

の
作
成
手

順
に
不
正
確
な
点
や
抜
け
（
加
工
を
行
う
際
に
工
作

機
械
を
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
す
る
工
賃
を
計
上
し
忘
れ
て

い
る
な
ど
）
が
な
い
か
が
、
減
点
方
に
よ
っ
て
厳
し

く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

実
は
こ
のD

iscu
ssio
n
S
co
re

は
、
多
く
の
チ
ー
ム

に
と
っ
てP

rice
S
co
re

以
上
に
鬼
門
と
言
え
る
部
分

で
す
。
減
点
方
式
で
採
点
が
行
わ
れ
る
た
め
、
一
定

以
上
の
ミ
ス
が
認
め
ら
れ
た
場
合
容
赦
な
く

〇.

〇

〇
点
と
い
う
得
点
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
実
際
、
二

〇

二
二
年
大
会
でD

iscu
ssio
n
S
co
re

を
計
上
で
き
た
の

は
わ
ず
か
に

八
チ
ー
ム
と
多
く
の
チ
ー
ム
が
苦
戦
し

ま
し
た
。
二

〇
二
一
年
大
会
は
一
一
チ
ー
ム
、
コ
ロ

ナ
前
の
二

〇
一

九
年
大
会
で
も
一
七
チ
ー
ム
が
得
点

す
る
に
留
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
例
年
多
く
の
チ
ー
ム

が
得
点
を
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

換
言
す
る
と
、
高
得
点
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
頭
一
つ
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
で
も

あ
り
ま
す
。
過
去
二
大
会
で
の
コ
ス
ト
審
査
の
総
合

得
点
で
ト
ッ
プ
一

〇
に
入
っ
た
チ
ー
ム
の
中
で

D
iscu
ssio
n
S
co
re

が

〇
点
だ
っ
た
チ
ー
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
一
チ
ー
ム
と
二
チ
ー
ム
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

上
位
に
つ
け
る
た
め
に
は
必
須
だ
と
い
う
こ
と
が
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
点
付
け
加

え
る
と
、
こ
のD
iscu
ssio
n
S
co
re

は
近
年
関
西
圏
の

チ
ー
ム
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
同
志
社

大
学
や
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
京
都
大
学
な
ど
は
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
得
点
を
上
げ
て
お
り
、
総
合
順
位
の

西
高
東
低
傾
向
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

一 https://www.jsae.or.jp/formula/jp/student_formula/outline.php

さ
て
、
最
後
のS

cen
ario

S
co
re

で
す
が
、
こ
の
審

査
の
み
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
二
つ
の
審
査
と
は

趣
向
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
審
査
は
事
前
提

出
書
類
が
大
き
な
役
割
を
占
め
て
い
る
一
方
で
、

S
cen
ario
S
co
re

は
発
表
型
の
審
査
と
な
り
ま
す
。

S
cen
ario

S
co
re

で
は

七
月
末
に
発
表
さ
れ
る
お

題
に
従
っ
て
、
製
造
上
の
問
題
を
解
決
す
る
手
段
を

発
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
が
対
処

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
が
、

以
前
の
例
と
し
て
は
「
ハ
ー
ネ
ス
の
組
付
け
が
煩
雑

で
組
付
け
が
滞
っ
て
い
る
た
め
、
改
善
が
求
め
ら
れ

る
」
と
い
っ
た
実
作
業
の
制
作
に
関
わ
る
レ
ベ
ル
の

物
が
出
題
さ
れ
る
よ
う
で
す
（
こ
の
た
め
こ
の
審
査

をR
eal
case

scen
ario

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
。

チ
ー
ム
は
、
改
善
案
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に

し
て
そ
の
改
善
案
に
至
っ
た
か
も
説
明
す
る
必
要
が

あ
り
、
審
査
員
か
ら
の
質
疑
応
答
に
も
答
え
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

準
備
す
る
時
間
の
短
い
審
査
で
す
が
実
は
得
点
率
は

高
く
、
昨
年
大
会
で
は
ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム
が
得
点

を
記
録
し
て
お
り
二
〇
点
満
点
の
一
〇
点
以
上
を
獲

得
し
て
い
る
チ
ー
ム
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
あ
る

意
味
で
は
狙
い
目
の
審
査
項
目
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
一
般
の
方
か
ら
見
る
と
と
っ
つ
き
に
く
い

と
思
わ
れ
が
ち
な
コ
ス
ト
審
査
の
紹
介
と
い
う
こ
と

で
、
か
な
り
初
歩
的
な
部
分
を
紹
介
し
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
一
度
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
方
だ
と
知
っ
て

い
る
話
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
追
補
な
ど
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
初
心
者
向
と

い
う
こ
と
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

気
に
な
る
次
回
は
、
三
項
目
の
最
後
、
Ｖ
字
の
ア

イ
ツ
を
取
り
上
げ
ま
す
。
（
久
家
怜
）
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Discu
ssion 
順位

チーム 得点
コスト
順位

1 京都工芸繊維大学 40.00 pt 1st

2 京都大学 39.29 pt 2nd

3 名古屋大学EV 29.40 pt 7th

4 大阪大学 28.93 pt 4th

5 神戸大学 25.41 pt 3rd

6 日本工業大学 15.35 pt 5th

7 日本自動車大学校 7.04 pt 9th

8 同志社大学 1.52 pt 6th

以下、得点なし

2022年コスト審査 Discussion Score

12.7%
18%18.9%

24.7%22.3%
28.2%

22.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2022年2021年2019年2018年2017年2016年2015年

Discussion Score の得点獲得チームの割合
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ガクエフを知る
①エンジン編

クルマの「心臓部」とも表されるエンジン。F1では1.6L Ｖ型６気筒エンジン、国内モータースポーツ
では2.0L 直列４気筒のものが使われています。
学生フォーミュラでもエンジンは主要コンポーネントです。その概要について説明していきます。

エンジンに関する規定（FSAE_Rules_2023_V2 より）

・IC.1.1.1：４ストロークエンジン、排気量710cc以下であること
・IC.1.1.2：ハイブリッドは禁止
・IC.1.1.4：ルール範囲内の改造は可 など

⇒自動車用、バイク用、汎用エンジンが、
ディーゼル、ターボ、スーパーチャージャーなどが選択できる

⇒ただし2022年大会ではほとんどバイク用エンジン、そしてほとんどが自然吸気エンジンだった

単気筒 HONDA CRF450系 ホンダテクニカルカレッジ関東、日本大学生産工学部など

Kawasaki KX450 大阪工業大学

YAMAHA YZ-450 名城大学、名古屋工業大学

SUZUKI RMX450 久留米工業大学

KTM 690Duke 茨城大学

２気筒 HONDA CB500 日本工業大学

Kawasaki ER-6F 京都大学、近畿大学など

YAMAHA MT-07 京都工芸繊維大学、日本自動車大学校など

SUZUKI SV650系 山梨大学、東海大学

SUZUKI SKYWAVE 東京大学

３気筒 SUZUKI WAGON R 西日本工業大学

４気筒 HONDA CBR600系 富山大学、工学院大学など

Kawasaki ZX-6R 大阪大学、九州工業大学

YAMAHA YZF-R6 千葉大学、日本大学理工学部

SUZUKI GSX-R600 岐阜大学、早稲田大学など

2022年大会 使用エンジン一覧

概説
・最も順位偏差値が高いのは2気筒エンジン、そのなかでもYAMAHA MT-07。
・最も使用チームが多いのはHONDA、それも４気筒のCBR600系。HONDAは、学生フォーミュラでは支
援やサポートの充実度の評判が最も良い

・単気筒エンジンはマシンを究極に軽くできる、４気筒エンジンはパワーが出せる、２気筒エンジン
はそのバランスがいいといった具合。

・西日本工業大学は現状で唯一、軽自動車のエンジンを使用する。
・近年までターボ搭載チームはいくつかあったが、エンジン変更や取り扱いの難しさから減少、東京
大学のＥＶ化に伴い、ついにいなくなった

名城大学(単気筒)、京都工芸繊維大学(２気筒)、千葉大学(４気筒)と、どのエンジンでも速いマシンはある。
チームが何を追い求めるかによって、どのエンジンを選ぶかが決まる
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単気筒 ２気筒

４気筒 ４気筒

・とにかく軽い
・トルク型のエンジン
・エンジン始動が難しい
・猛烈な振動がある

・現状は西日本工業大学、
軽自動車のエンジンしかない

・最多勢
・高回転が強く、パワー重視
・重さがデメリット

名古屋工業大学
YAMAHA YZ450

大阪工業大学
Kawasaki KX450

日本自動車大学校
YAMAHA MT-07

日本工業大学
HONDA CB500

・バランス型
・近年の成績が高い

山梨大学
SUZUKI V-Strom650

２気筒

３気筒

西日本工業大学
SUZUKI WAGON R

岐阜大学
SUZUKI GSX-R600

工学院大学
HONDA CBR600RR
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ガクエフを知る
②モーター編

エンジンと同じく、モーターはクルマの「心臓部」です。
電気自動車の波及は近年始まったばかりなので、馴染みは薄いと思います。想像が利かない、どう

違うのかがわからない、私もそうでした。
最近得た知識の中からですが、学Ｆのモーターについて概説していきます。

モーターに関する規定（FSAE_Rules_2023_V2 より）

・EV.5.1.1：”電動”モーターであること（”Motor”は内燃エンジンを表す場合があるため）

搭載個数は問わない

⇒ルール上の自由度がめちゃくちゃ高い！
４つ積んで４輪駆動にするとか、超強力なモーターを使ってもＯＫ

分類 メーカー 使用チーム 概要

支援品（汎用）

企業肝入りの品なので、制御に関するサポートが厚い。それでいて汎用なので小型。基本は交流モーターで、専用のインバー
ターも一緒に供与される。

DENSO 神奈川大学、愛知工業大学など 自動車の補器など、汎用に使われる交流モーター。

YAMAHA 静岡大学、名古屋工業大学
バイク用などに使われる交流モーター。YAMAHAとして現状は研究段階
なのか、支援は一般に公募されていない。

支援品（自動車用）

こちらも企業肝入りだが、自動車用でインバーターをケース内に内包しており、大型で重量がある。

HONDA 東北大学、ものつくり大学など
NSXやレジェンドに使われる自動車用交流モーター。かなり大柄なもの
で、左右独立２モーター式となる。左右のトルクベクタリングがやりや
すかったり、最大パワーがかなり大きいことが特徴。

NISSAN 日産京都自動車大学校、旭川高専 リーフに使われている自動車用交流モーター。

海外品・汎用品

自らの方向性に最も合ったモーターを選ぶ反面、制御やインバーターなども考えていかなければならない。

EMRAX 静岡理工科大学、豊橋技科大学
スロベニアの企業。小型・ハイパワーもモットーにして、汎用的なモー
ターを作っている。海外学Ｆチームでも使われている。

AMK 名古屋大学
ドイツの企業。自動車用の制御・自動化などに寄与するためにモーター
を生産している。海外トップチームも支える、有力なモーター。

ー トヨタ東京自動車大学校
このなかで唯一の直流モーター。チーム曰く、学校内に転がっていたも
のを流用したのだとか。2022大会をもってチームは撤退している。

国内チームの使用モーター一覧

基本的には、高出力で選択肢が多い交流モーターが選択される。

まずは支援品でＥＶを知り、数年後にモーターの理解が進んできたら海外品などに挑戦し、
さらにマシンパフォーマンスを求めるのが一般的か。

⇒時代に併せての挑戦だったり、選択の自由度を採って、近年ＥＶクラスに移行するチームが増えている

どうモーターを選ぶ？

ゆえに：スポンサー縁故、もしくは大きさ・軽さが主な選定理由になる

また、
・インバーター有する交流モーターか、制御は単純だけど重たく短寿命な直流モーターか
・扱いやすくでサポート充実な支援品か、軽さ、出力などで分があるが自らで開拓する必要のある
海外品、汎用品か

・トルクベクタリング–個々のモーターで独立に制御しマシン性能の限界に挑戦するか
・・・などに選定要素がある

モーターはエンジンと違って、個体のポテンシャルよりも制御の中身によってパワーが変わってくる
⇒超極論を言えば、どのモーターでも同じになる
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支援品（汎用モーター） 支援品（自動車用）

海外品 直流モーター

・比較的小さい
・支援品ならではのサポート

・トヨタ東京自動車大学校のみ使用
・比較的重く、内部が精密
・インバータがない分、びっくりする
ほど静か

・軽さと出力が高次元
・インバーター等補器類の
選定が必要

上智大学より
DENSO製

静岡大学
YAMAHA製

横浜国立大学より
HONDA製

旭川高専より
NISSAN製

・大型
・高出力
・支援品ならではのサポート

トヨタ東京自動車大学校
XP-12227A

名古屋大学
AMK DD5-14-10-POW

静岡理工科大学
EMRAX 228
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